White-Noise : Information and Technology by 村上 恭子
一 論文 - 高岡短期大学紀要 第 8巻 平成 8年11月
Bull.Taka oka Natio n al College, Vo1.8, N o v e mbe r1996
『ホ ワイ ト ･ ノイ ズ』 - 情報と テク ノ ロ ジ ー
村 上 恭 子
(平成8年6月20日受理)
要 旨
D o n DeL illo の 小説 W h
'
te No1's e(1985)は , ア メ リ カ の 消費文化を半ば戯画化して措 きながら ,
現代で重要な役割を担 っ て い る情報とテ ク ノ ロ ジ ー に内在す る諸問題 を提示 して い る ｡ 情報に 関
して み れば , テ レビ , ラ ジ オな どの マ ス ･ メ デ ィ ア が大きな存在とな っ て い る ｡ 登場人物は テ レ
ビ の 影響を受け , 映像志向の 感じ方や 考え方をして い る ｡ また資本主義経済は生産から消費 へ と
主要問題を移行させ たが , そ の 言説戦略の 手段 とな っ たC M は, 消費的生活を享受す る 思考 , 行
動様式を登場 人物に植え付けた｡ 彼らには M a rc u s eの いう ｢一 次的人間｣ の典型的特徴が現 れて
おり , 理性的に思考す る主体性が全く認め られない の だ ｡ テ ク ノ ロ ジ ー の テ ー マ に関して は , 死
を恐れ , 不滅を望む人間の 本能と, テ ク ノ ロ ジ ー と の 結び つ きが ク ロ ー ズ ア ッ プされて い る ｡ 両
者の 繋がりは , 人間から死 の恐怖を取り除く薬, ダイ ラ ー の 研究開発を巡 る エ ピ ソ ー ドに象徴的
に描かれて い る ｡ 人間 の 本能は自然な死を否定し, 数限りな い 延命方法を開発 した ｡ ある い は ま
た, 死 を隠蔽, 抑圧 する こ とで , 死か ら逃避 しようとして きた ｡ こ の ような本能が今日 の テ ク ノ
ロ ジ ー の 発展 をもたらす と共 に , 人間 の 危機を招い たの であ る ｡
キ ー ワ ー ド
マ ス ･ メ デ ィ ア , 消費文化, テ ク ノ ロ ジ ー , 制御, 死の 回避
序
1980年代の ア メ リ カ社会における諸問題 ,
とりわけ後期資本主義社会で重要な役割を担 っ
て い る情報 とテ ク ノ ロ ジ ー の影響 に つ い て は,
T ho m a sPyn cho nが VlムelaD d(1 990)に お い
て , そ の否定的な面を強調 して 措い た ｡ その
5年前1985年にD o n DeLilloが発表 した小説
W h
'
te Nol
'
s e にお い て も , 同 じ問題 が 中心
テ ー マ とな っ て い る ｡ Pyn cho nが , フ ー コ ー
的な権力作用と いう点 に特に 焦点をあて て ,
1960年代 から80年代に 到る歴 史的変化を時に
はリリ カ ル な調子を織りまぜて 措 い たの に対
し , DeLilloの 場合 , その 扱 い 方は かなり異
な っ て い る ｡ W h
'
te Nol
'
s e で は , 現代 ア メ
リ カ社会に お ける情報と テク ノ ロ ジ ー の 諸相
がよ り幅広く網羅され , カ リ カチ ュ ア化さ れ
て い る ｡ その 意味で は , W h
'
te Nol
'
s e は厚
さ , 深み に やや 欠けるきら い があるもの の ,
80年代 ア メ リ カ社会を広く展望する上 で は ,
格好の 小説と な っ て い る ｡
作品を構成する三 つ の 章の タイ トル の 各々
は , テ ク ノ ロ ジ ー の 三 つ の 側面を暗示 して い
る ｡ 第 一 章 ｢波動と放射｣ は , 現代テ ク ノ ロ
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ジ ー が生み 出した数々 の 電子機器から発する
電磁波や放射 エ ネル ギ ー を意味し , 作 品の タ
イ トル Wh
'
te Nol
'
s e の ノ イ ズが 指す機械類
の雑音とも呼応 して い る ｡ ノ イズな い しは波
動と放射は , 登場人物たちの 周囲の い たる所
に遍在 して い る ｡ ラ ジオ , テ レ ビ , 電話機 ,
台所の 冷蔵庫や生 ゴ ミ の圧 縮機 , シ ョ ッ ピ ン
グ ･ セ ン タ ー の 食品保存ケ ー ス , 照明器具 ,
ラ ジ エ ー タ ー 等 々 , 作品に登場する機械類 は
数限りな い ｡ 現代の 機械類 は マ イ ク ロ エ レク
ト ロ ニ クス の 産物と して信号や電磁波 , ス ペ
ク トル の 部品と化して 遍在 し , 人々 の 限りな
い 欲求を満た しながら , 光輝 い て い る ｡ ハ イ
テ ク を駆使 した機械類は , 父 なる神の 遍在性
と精神性をパ ロ デ ィ ー 化 しなが らも , 日常生
活には不可欠なもの と して 深く浸透 し , 人 々
の 生活様式や 意識や文化の 全領域に絶大な影
響を及ぼ して い る の で ある ｡ 第二章 ｢空媒毒
物事故｣ は , 事故によ っ て 発生 した化学薬品
による有毒雲を指 して い る ｡ こ の 事故は , 現
代で は 日常茶飯事とな っ た環境汚染と 人命危
機の 問題を提起すると同時に , テ ク ノ ロ ジ ー
の 行き着く果て で ある 人類絶滅 - の 警鐘とも
受けとめ られる ｡ 第三章 ｢ダイ ラ ー の 宇宙｣
(Dylara m a) は , 死 の 恐怖 を取 り去 る薬 ,
ダイ ラ ー の 研究開発が投 じた波紋を指して い
る ｡ 死の 恐怖と不死 へ の 願望は , 人類の 文化
誕生よ り存在 し, ある意味で は こ の 願望が ,
テク ノ ロ ジ ー の 発達を促 して きたと い える ｡
近代 にお い て は , こ の願望は資本主義の利潤
追求の 対象と して利用され るようにな っ た の
で ある ｡
こ の よう に , 三 つ の 章は , テ ク ノ ロ ジ ー が
現代社会 にもた らす豊か な恩恵と可能性を示
唆 しなが ら , 他方 で は , その 真に潜 む危険な
落と し穴を指摘 して い る ｡ 各種 の ハ イテ ク機
器や科学知識は , 軍事作戟計画の シ ン ボ ル と
もな るC3Ⅰ, す な わち指揮(c om mand),管理
(c o ntr ol), 情報伝 達(c o m m u nic atio n), 情
戟 (intellige n ce)の 条件を満た しな が ら , 人
間の 厳密 な支配下 に 置か れて いるか に見える ｡
しか しDeLillo の描く人 間は , ポ ス ト構 造主
義的な考えが 反映され て い て , 周囲の 器機 ,
特に ラ ジ オ , テ レ ビな どの マ ス ･ メ デ ィ ア の
ディ ス ク - ル の 影響 を強く受けて い る ｡ 登場
人物 たちの 何に も拘束されな い 理性的な主体
性は否定さ れて い るの で ある ｡ また第二章 ,
第三章の アク シ デ ン トが物語るように , 合理
的に操作 ･ 支配されて い るか に見える テ ク ノ
ロ ジ ー は
, 常 に人間の 手の 内か ら逃れ , 最終
的に は制御不可能となる ｡ 燦然と光り輝く機
械に囲まれ , 豊か で 満たされ た生活を送る現
代人の 背後には, 不気味な暗 い影が つ きまと っ
て い る の で ある ｡
1 ｢波動と放射｣
- マ ス ｡ メデ ィ アと消費社会
波動と放射はすで に述 べ たよう に , 各種宅
子機器か ら発せ られて い る ｡ だが作品で圧倒
的な存在感をも っ て い るの は , マ ス ･ メ デ ィ
ア の 媒体と なる ラ ジオや テ レ ビで ある ｡ ラ ジ
オや テ レ ビの 音声は数ペ ー ジ ごとに言及され ,
登場 人物 たち に様 々 な情報を絶え間なく提供
して い る ｡ ニ ュ ー ス や天 気予報 , 株式市況,
生 活に役立 つ 多くの 知識の 断片等々 , 作中で
はメ ディ ア は単なる気分転換や娯楽の - 形式
と して の み利用され て い る の で はない ｡ 人 々
は種 々 雑多な個人的要求を満たすため に , マ
ス ･ メ デ ィ ア を有用に役立 て て い る ｡
例えば , Babetteが好ん で 聞く ラ ジ オ の 聴
取者参加番組 は , 自分と同 じ経験や悩みをも
つ 仲間が互 い に コ ミ ュ ニ ケイ - シ ョ ン を行い ,
一 層親密な触れ合 い が経験 で きる貴重な場と
な っ て い る ｡ M eyr o witzが言う よう に , ラ ジ
オや テ レ ビは時間や空間の 隔たりを無効に し,
異質な人々 が同時的に集まる こ とを可 能に し
た ｡ ｢メ ディ ア は特有な や り方で 人 々 を包 み
込み , 排 除し, 結 び つ け, ある い は分離する
社会的調整の 諸形式な の で ある ｡ り｣ 人 々 は
場所に は関係な い 一 連の コ ミ ュ ニ テ ィ ー に垂
rホ ワイ ト ･ ノ イ ズ｣
複 して加盟し, 地図にはな い メ ディ ア ･ コ ミ ュ
ニ テ ィ ー を多元的に 作 っ て い るの だ ｡
ダイ ラ ー 研究開発の 主任 とな っ た外国人の
M r.Gr ayが , ア メ リ カ 文化や 英語を学ぶ 手
段と したの はテ レ ビ番組で あ っ た ｡ しか し マ
ス ･ メ デ ィ ア が 一 番有効に 活用され たの は ,
空媒毒物事故の 時で あろう ｡ 空中を漂 い 移動
する有毒な化学雲から人々 を救 っ たの は , 刻々
と変化する事故状況と避難誘導の 情報を流し
た ラ ジオやテ レ ビで あ っ た ｡
登場人物たちの こう した自由意志 による主
体的な マ ス ･ メ ディ ア - の接 し方を見る限り
で は , 人々 を支配 ･ 操作する マ ス ･ メ デ ィ ア
の 機能は見えて こな い ｡ だが , 登場人物の 想
像力やもの の 考え方を見る と , その 思考様式
に マ ス ･ メ デ ィ ア がすで に大きな影響を及ぼ
して い る こ とが わか る ｡ 例えば , イメ ー ジ志
向の テ レ ビの ような媒体は , 視覚的, 状況的,
具体的な想像力を強め る傾向があると言われ
て い る ｡ M cLuha nの 言う映像志向の 感 じ方
や 考え方で ある ｡ 通り に い る 黄色の レイ ン
コ ー ト の 女性はス ー プ の コ マ ー シ ャ ル の 一 場
面を思 い 出さ せ , ゆ で 卵 を作 る Babetteは
｢Ray-Ba n W ayfa re rと呼ばれる製品の コ マ ー
シ ャ ル ･ ソ ン グ｣2) を主人公Ja ckに 連想させ
る ｡ 息子Hein richの 笑 い は ｢映画の 中の お と
り鳩の よう(212)｣ で あり , 日没前 の 太 陽か
ら発する ｢赤 っ ぼ い 光りの 波は , カ ラ ー テ レ
ビの ドキ ュ メ ン タリ ー 番組の 中の心臓ポ ン プ
の よう(227)｣ で ある *1｡ 人々 が使う比喰や
イ マ ジネ ー シ ョ ン の 中に は マ ス ･ メ デ ィ アの
イ メ ー ジ が頻出 し て い る ｡ Ja ck の同僚 で あ
る大学教 師の M u r rayは 講義の 中 で , Elvュs
Pre sleyの 母 親が ｢1 9イ ン チ の 画面 で 見 る よ
うに(72)｣ 息子の 心の 内を 理 解 して い た と
説明し , そ れを聞くJa ckは , Pre sleyが 安楽
椅子 に座り, ｢テ レ ビのチ ャ ンネル を回す(7 4)｣
姿 を思 い 浮か べ て い る ｡ ま た , フ ン 族 の 王
At tila の 臨終 の 模 様 を 夢 想 す るJa ckは ,
｢A ttilaが 国際資本に よ る叙事詩 的映画 に あ
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る よう に , テ ン トの 中に横た わり , 動物の 毛
皮にくる まれ , 側近や召使 い たち に勇猛 で残
酷な こ とを言 っ て い た(144)｣ と想像す る の
だ ｡ ある い はまたBabetteは , タ ブ ロ イ ド誌
に登場する人物を ｢現代映画の 中の 子役の よ
う な(144)｣ 声色を使 っ て 読む , と い っ た 具
合で ある ｡
人 々 はテ レ ビを見ながら , そこ で 話される
言葉を無意識の うちに繰り返 し(84), 会話の
話題か ら連想する コ マ ー シ ャ ル を条件反射の
よう に口 ずさむ(81)｡ 空媒毒物事故の ため避
難所 で 一 泊したGladney家の 娘Steffieが 夜中
に眠りなが ら ｢ト ヨ タ ･ セ リ カ｣ の 言葉をつ
ぶ やく 印象的な場面が ある ｡ こ れ を聞 い た
Ja ckは彼女の 言葉に ｢儀式的な意味(1 55)｣
を感 じ取 っ て い る ｡ た だの 商標名, 普通の車
の名前なの に ｢美しく神秘的で , つ かみ所の
な い不思議な素晴ら しさ がある ｡ 空に浮か ぶ
古代の 権力者の 名前 , 小碑 に彫られ た横形文
字の よう(155)｣ に思われ る の だ ｡ 大 げさと
も思えるほ どの彼の 反応には , 広告 の影響が
如実に 窺われ る ｡
記号は普通, 語と心的なイ メ ー ジか ら出来
て お り, 指示対象 , すな わち実在界の 事物 と
結 びつ い て い る ｡ Ba udrilla rdによる と , CM
は売り込む商品とは伝統的な意味で 無関係な
シ ニ フ ィ ア ン を取り上 げ, それを商品と結合
して しまう *2｡ 例えば , セ ク シ ー な男性が登
場 して , 平凡な女性 にジ ョ ン ソ ン の床磨き用
ワ ッ ク ス をや さ しく勧 めるC Mで は , 床磨 き
用 ワ ッ ク ス に ロ マ ン チ ッ クな救 い の シ ニ フ ィ
エ が付加され る ｡ CM の商品には , その 使用
価値や交換価値と は違う , 位相を全く異 にし
た記号的価値が与えられ る の で ある ｡ テ レ ビ
CM の中で は , 言語 は作り直され , 新 し い 結
合と共 に新 しい 意味が生成され る ｡ 製品に は
何 の 関係もな い 浮遊する シ ニ フ ィ ア ン が作動
し, 役 に立 つ だけの 平凡な製品とは別種の ,
魔力を持 っ た , 欲望を引き起 こす魅力ある製
品が生 まれ る の で ある ｡ 娘が寝言で つ ぶや い
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た単なる自動車の 名前が ｢ 目もくらむような
超絶の 衝撃的 一 瞬｣ と な っ てJa ckを襲 っ た
の は , 以上 の ようなCM の作用が 原因 して い
た と考えられ る ｡ Ba udrilla rdの 議論は ｢CM
が非合理的な操作 , つ まり視聴者の 無意識 に
働きか け, サ ブ リミ ナ ル な催眠術 的暗示をか
けて , 製品を買う よう に仕向けて い る｣
3) と
い う こ とを前提 として い る わけで はな い ｡ し
か し社会科学の 専門家 , 特に自由主義者や マ
ル クス 主義的立場に立 つ 多くの 人が指摘 して
い るよう に , CM の目的は人々 の 理性的 な反
応を突き崩し , 不必要な欲望を駆り立て る こ
とで あると いう点を否定する人は少な い で あ
ろう ｡ 資本主義経済の 主要問題 は1920年代 頃
よ り, 生産から消費 へ と移行 し , 消費社会的
なリ ア リテ ィ を作る ための 巧妙な言説戦略が
展開され始めた ｡ こう した消費社会的リ ア リ
ティ ー が受容されるよう に なっ た原因は , 無
論C Mの 働きにあるだ けで なく , 資本主義社
会を動か して い る原理その もの にあり , また
それ と直結した メ デ ィ ア や テク ノ ロ ジ ー の 影
響も挙げられる こ と は言うまでもない ｡ また ,
人々 に現れ た影響 は , 消費社会を享受する精
神だ けでなく, 生活様式や 意識の あらゆ る面
に 及ん で い る こ と は既 に指摘 した通りだ｡
H. M a r c u s eは60年代頃から先進産業国に顕
著 に見 られるよう にな っ た全体主義化の 傾向
を指摘 し , そう した社会に呑み 込まれた人々
を ｢ 一 次元的人間｣ と称して い る ｡ 一 次元的
人間は , 効果的な統制力を発揮する体制の 中
で , これを批判する自律的で 自由な主体性を
麻痔さ せ て しま っ た ｡ 例えば , 報道や娯楽の
道具と して の マ ス ･ メ デ ィ ア と , 操作や教化
の 手段と して の マ ス ･ メ ディ ア の 区別, ある
い は便利なもの と して の 自動車と , 迷惑なも
の と して の 自動車を峻別する能力を失 っ て し
ま っ た ｡ 仮 に峻別で きたと して も , そ れは純
理論的な レ ベ ル で しか なか っ たの だ ｡ 社会的
要求は非常 に巧妙に 個人的欲求に移 し変えら
れ , 人 々 は真実の 欲求とは言 い 難 い 虚偽の 欲
求を持たされ るように な っ た ｡ 虚偽の 欲求と
は , 特定の 社会集団が個人を操作する こ とで
押 し つ ける欲求を指す｡ そう した欲求の 中 に
は
, 消費物の 生産と消費を求める圧倒的に強
力な欲求と い っ たもの が 当然含まれ て い る ｡
だがそ れだ けで なく , ｢管理価格 によ る 自由
競争 , 自己検閲する自由な新聞｣4) な どの 欺
描的な自由を椎持した い と い う欲求も入 っ て
い るの だ ｡ その た め , 人々 は ｢ 世論や社会的
態度 か ら独立 し た個人的意識や 個 人的無意
識｣5) が まだ存在すると錯覚し , 人間が 自分
自身となり得る私的空間があると信じて い る ｡
しか し現実には , 人々 は社会の 要求 に自動的
に 同 一 化 し , 自ら社会の 要求を再生産し , 永
続させ て い る に過ぎなくな っ て い る ｡ 人々 の
生 活態度や習慣 , 知的 , 情緒的反応 , 言説,
行動パ タ ー ン は, 資本主義社会に通用するも
の に変えられて しま っ たの で ある ｡ *3
M a r c u s eの 言う ｢ 一 次元的人間｣ の 反応は ,
作品の 中に溢れ て い る ｡ 例えば , 物語冒頭の
ス テ ー シ ョ ン ･ ワ ゴ ン 隊の 大集会の 場面を眺
めて みよう ｡ 毎年, 大学の 新学期が始まる 9
月 は , 新入生が大挙して 移動 して くる時で あ
る ｡ 作者は ワ ゴ ン に満載 された学生の荷物を
異常なまで に細々 と列挙 し , 読者の 注意をま
ず喚起 して い る ｡ 荷物は衣服 , 文具 , 本, 寝
具と い っ た学生生活の 必需品だけで なく, 各
種電化製品, 音楽, ス ポ ー ツ用品, 避妊具 ,
食物な ど多様なもの を含ん で い る ｡ こ の 場面
は , 消費生活的リ ア リテ ィ ー を享受して い る
人々 に つ い て 語 っ て い る だけで は な い ｡ そこ
に 同伴 した親たちは ｢どこか ら見て も自分た
ちと同じイ メ ー ジ｣ の 子供たちを見て , 次の
よう なこ とを意識して い る ｡
T his a s se mbly of statio rl W agons, a S
m u ch a s a nything they [stude nts] might
do in t he c o u r se of the ye a r, m o r eーtha n
fo r m al litu rgle S O rla w s, tells the pa r e nts
they a re a c ollectio n of the like-m inded
and the splritu ally akin , a pe ople, a
『ホ ワ イ ト ･ ノ イ ズ｣
n atio n.(3-4)
こ こ で は , 自分の 日用品が 自分や自分の 精神
を表 し, 自分の帰属社会階層を示 して い る こ
と がわか る ｡ 商品は い わ ば人の 心や体の 延長
と して 捉えら れ , 物と人が完全に 一 体化 して
しま っ て い る の で ある ｡ しか も主人公Ja ck
は
, 恒例とな っ た毎年の こ の 行事を ｢輝か し
い 行事｣ と位置づ けて い る ｡ 資本主義社会の
ヘ ゲモ ニ ー はJa ckや大学生 や その 両親 たち
に取り込まれ て い て , 疎外の 意識な ど微塵も
なくな っ て い る こと が窺えるの だ ｡
ある い はそ の次の エ ピソ ー ド, ア メ リ カ で
一 番写真に撮られる納屋と して 有名な観光名
所をJa ckたちが 訪れ る 場面を見て み よう ｡
納屋を撮るた めに作られ た小高 い 場所で は ,
多くの観光客たちがカ メラの シ ャ ッ タ ー を切 っ
て い るの だが , 納屋その もの を直接見ようと
する者 は 一 人も い な い ｡ 納屋 は写真に 写され
映像と して 宣伝され て 以来 , 写真の 中 で初め
て 価値をも つ 資本主義社会の 一 商品と化して
しま っ たから で ある ｡ ｢ 僕たち は 集合的な知
覚の 一 部に なる こ とに同意 した ん だ ｡ こ れは
文字通り僕 た ちの 見 方を特徴 づ けて い る よ
(12)｣ とM u r r ayは説明して い る ｡ 資本主義
社会で 価値をも つ の は商品 で あり , ｢ア メ リ
カ で 一 番写真に撮 られる納屋｣ と して 宣伝さ
れ た納屋は , 写真の 中で しか意味をなさない ｡
そして ｢ 一 番｣ と い う修飾語 によ っ て価値を
高めた商品が発するオ ー ラ は , ｢オ ー ラ の 一
那(13)｣ と な っ た消費者で ある観光客たちに
よ っ て 一 層強固なもの と なる の で ある ｡
主人 公Ja ck の反応を見 る と , ち ょ っ と し
た こ と で も 一 次元的人間の特徴が徹底的に カ
リ カ チ ュ ア 化され て い る こ とが わか る ｡ 銀行
の 自動支払機で彼が預金残高を調 べ る場面が
ある ｡ 彼はあらか じめ長 い 時間をか けて 計算
した自分の 見積もりと自動支払機の 提示した
数字とが大方 一 致 して い る こと を知 っ た時 ,
安心と同時に機械 に対する感謝の 気持ちを表
明して い る ｡ ｢シ ス テ ム が僕 の 人 生 を祝福 し
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て くれた ｡ 僕は シ ス テ ム の 支持と是認を感 じ
た ｡ . … ‥ 何 と いう喜ば し い 相互作用だろう ｡
(46)｣シ ス テ ム に受け入れ ら れ た こ と がJa ck
の 個人 的な価値を高め , シ ス テ ム と 一 致 , 調
和 して い る こ とが彼の 喜び に繋がる と いう具
合に , こ こ で は個人が シ ス テ ム の 規範を全面
的に受け入れ , 一 体化して い るの で ある ｡
物語の 中で は他に , 銀行からの新しい キ ャ ッ
シ ュ ･ カ ー ド郵送 に伴う 個人の コ ー ド番号
(暗唱番号) に関する注意書きや , 小切手発
行の 際の 口座番号 , 住所等の 記入上 の 諸注意
を書 い た電信 - の 言及箇所が ある ｡ ク レ ジ ッ
ト ･ カ ー ド, 運転免許書 , 社会保障 カ ー ドと
い っ た類の もの は , 現代 にお い て は個人に 関
する貴重なデ ー タ ベ ー ス と なり, 個人を管理
し, 調整 して い く大切な手段とな っ て い る ｡
Fo u c a ultは 『監獄の 誕生』 に お い て , 囚人
を監視 , 制御するため の 刑務所の管理装置を,
Be ntha mの 用語を借りて ｢パ ノ ブテ ィ コ ン｣
(すべ て を見るもの) と称 し , その 機能を論
じて い る ｡ パ ノ ブティ コ ン は囚人の行為を当
人 に知られ る こ となく常 に監視 し, 社会的規
範をその 合理的な シ ス テ ム と共に囚人に受け
入れ ざるをえなくさせ る ｡ 囚人の 規範か らの
逸脱の歴史は書類の中に収められる ことによ っ
て , 監視 の 機 能は徹底化 さ れる ｡ Fo u c a ult
の 観点か ら見る と , 現代の 個人に関するデ ー
タ ベ ー ス は , 壁や窓や塔や看守の い ない 監視
の シ ス テ ム , すなわち ｢ 超パ ノ ブテ ィ コ ン｣
の 働きをして い ると い える｡ *4 近代社会にあ っ
て は , 非情な力に よ っ て , 個人の 自由を強制
的に制御し , 調整する こと に よ っ て権力は作
用して い るの で はない ｡ 言説の 中の 体系的な
規範に よ っ て 目に 見えな い 微妙な形 で作用 し
て い るの だ ｡ こう した意味で , コ ー ド化され
た番号を自主的に 登録 した 人々 は , 資本主義
社会の 管理 シス テ ム の 情報源となると同時に,
シ ス テ ム の規律と監視を自ら実践する者に な
る と解釈で きる の である ｡
… the circ uits of c o m m u nicatio n a rethe
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s uppo rts of a n a c c u m ulatio n a nd a c e n-
traliz atio n of kn o wledge; the play of
slgn Sdefin e st he a n cho r age s ofpo w er; it
is n ot t hat t he be a utiful totality of the
individu al is a mputated, r epre ss ed, aト
te r ed by o u r s o cial o rder, it is r athe r
that the individu al is c a refuly fab-
ric atedin it, a c c ording to a whole te ch-
n lqu e Of fo r ce s a nd bodie s.
6)
作品で は , 巨大シ ョ ッ ピ ング ･ セ ンタ ー で
買 い 物に夢中になるGladney家の 様子が何 度
も描写され て い る ｡ 彼らの 狂乱的な消費生活
ぶ りを眺め ると , 見せか けの 豊か さと自由の
中で , い か に人々 が自ら選択肢を放棄 し, 餐
本主義社会 の規範を再生産して い るかと いう
こ とが実感さ れる ｡ 例えば, De niseとSteffie
の 二 人の娘 が母親Babetteの 日 頃の 買 い 物 に
つ い て 次ぎの ような会話を して い る場面が あ
る ｡
" Bec a us e she thinks if she ke eps buylng
it, she
'
ll ha v eto e atitJu st to get ridof
it‥
" "
It take s up half the kitchen.
"
"
But she thr o w sita w ay befo r e she e ats
itbec a u s eitgo e sbad.
" "
So t he n she
sta rts the whole thing allo v e r ag ln
"
…
"
She fe els gllilty ifshe do e s n
'
t buy it,
shefe els guiltyifshe buys ita nd do es n
'
t
e at it
,
she feels guilty whe n she s ee sit iⅢ
the fridge, she fe els guilty when she
thro w sita w ay.
"
(7)
生鮮食料 品に は毎日 の 決 っ た必要量 と いうも
の が あり, そ の量 を越 して購入すれ ば , 不要
なもの と して 処分せ ざるをえな い こ とは自明
で ある ｡ しか し購入を促す数々 の社会的規範
となる言説が消費者を拘束 して い る ｡ 家族 に
喜ば れるもの , 栄養価の 高 い もの , 健康増進
に役立 つ もの , 食卓に 変化を添えて , 食生 活
を豊か に するもの等 々 , こう した理由が消費
者 を縛り, 過剰な買い 物 - と走 らせ る ｡ だが
他方で は , 有用なもの を捨て る こ とを戒め る
言説も存在する ｡ そ こ で Babette の よ う に ,
消費者は永久に抜 け出せ ない ジ レ ン マ の 悪循
環に苦しめ られる こ と になる の だ｡
必要以上 に過剰な商品の提供は , 消費者の
自己制御を不可能に し, 消費者自身に絶大な
被害を及ぼす ことす らありう る ｡ Tr e adw ell
老人と姉が巨大なシ ョ ッ ピ ン グ ･ セ ンタ ー で
迷子 になり, 四日間も行方不明の 末 , 発見さ
れ た エ ピ ソ ー ドは , こうした危険性を象徴的
に示 して い る ｡ 姉弟は温暖な気候の ため , そ
の 場は無事保護され たが , その 時の 疲労と精
神的苦痛が原因で , 姉はまもなく死亡 して し
まうの で ある ｡
現代社会 にお い て は , 消費生活は単に物質
的次元の 欲求を満 たすだ けで なく , 精神的な
喜 びを与え , 自己自身の 価値を高め ると い う
途方もなく大きな役割すら獲得 して い る ｡ 買
い 物を した時のJa ck の気持ちを見て み よう ｡
Its eem ed to m ethat Babette and I, in
the m a s s a nd v a riety of o u rpu r cha se s, in
the shee r ple nitude tho se cr o wded bags
sllggeSted, the w eigh t a nd siz e and
nu m ber,the fam iliar pa ckage design s a nd
vividlette rlng, - in the seIISe Of reple nish-
m e nt w efelt, the se n se of w elトbeing, the
se c urlty and c onte ntm ent thes e produ cts
br o ught to s o m e s n ug ho m ein o u r s o uls
- it s ee m ed w ehad a chie v ed a fullⅢe ss
ofbeing that is not kno wn to pe ople who
n eed les s, e xpe ct le ss, ‥ . (20)
I bega n to gr o w in v alu e a nd s elf-
rega rd. I filled m ys elf o ut, fo u nd n e w
a spects of m yself … . Brightn es s s ettled
a r o u nd m e.(84)
重く, 大きな買 い 物 バ ッ グの 数々 , ぎ っ しり
と詰め込まれた紙袋が与える充実感, 補充感,
幸福感 , 満足感 - こう した精神的な充足感
は , 多くを必要とせず, 多くを期待 しな い人々
に は分からな い 思 い だ ｡ 自身の尊厳は高まり,
新 しい 自分 を発見 した , と彼は分析 して い る｡
Fホ ワイ ト ･ ノ イ ズ｣
彼の 思 い は , プロ テ ス タ ン ト的禁欲主義の 価
値観か ら完全 に脱皮して , 消費文化 に生 きる
人々 の 典型的な反応を示 して い る ｡
それだ けで はな い ｡ M u rr ayの 場 合 , ス ー
パ ー マ ー ケ ッ トが与える充足感は宗教的な意
味すら帯 びて おり , 人間の 再生の場 , それ だ
けで 一 つ の完壁な宇宙となり得る場 として 受
けと められて い る ｡ *5 彼の解釈によると, ス ー
パ ー は人が死の 状態か ら再生する ｢ 入り口 ,
な い しは通過門(37)｣ の 働きをして い る ｡ チ
ベ ッ ト人は , 死と再生の 間に 過渡的状態が あ
り, 新 し い子宮が魂を受け取るまで の 待機期
間を死 の 状態と考えて い る の だが , こ の 再生
の ため に必要 な魂を与えてくれ るの が , ス ー
パ ー マ ー ケ ッ トと い うわ けで ある ｡ ｢こ の 場
所 は僕たちを精神的に再充電させ , 準備させ
る ｡ ‥ ‥ ‥ どん なに 輝 い て い るか見て ごら ん ｡
精神的なデ ー タ で 満ちあふ れ て い る ｡｣ 彼が
眺め る ス ー パ ー マ ー ケ ッ トに は , 世界を構成
して い る全て の 文字や音や 意味があり , 無数
の 電気機器が発する波動と放射は生命の エ ネ
ル ギ ー となり, 人はそこ で死を超越した不滅
の 存在 になれ るの で ある ｡ 全て が燦然と輝き,
｢ 素晴ら しく , これか ら も素晴ら しく あり続
け, さ らに よくなる(170)｣ ス ー パ ー マ ー ケ ッ
ト｡ 登場人物 たちの 消費文化賛歌 は , い ささ
か滑稽 なほ どに熱烈で あり , こ の 手放 しの賛
歌が逆 に消費文化を批判する効果を作品に与
えて い る の で ある ｡
2 テ クノ ロ ジ ー と死 からの逃避
- ｢空媒毒物事故｣と｢ダイラ ー の宇亀｣
作品で は死 に 関する話題が , マ ス ･ メ ディ
アや消費生 活と同様に , ある い は そ れ以上 に
しば しば取り上 げられて い る ｡ 自然災害 , 火
辛 , 交通事故, 病気と い っ た生命を脅かす原
因が作品の 中で額繁に登場して い るの である ｡
作 品を構成する三 つ の 章の 内 , 二 つ の 章の タ
イ トル (｢空媒毒物事故｣, ｢ダイ ラ ー の宇宙｣)
は , 死 の 恐怖 に怯える人 と直接関係して い る ｡
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主人公Ja ckは , 化学薬 品の 爆発 か ら発生 し
た有毒雲 にさ らされ , 死の 宣告を受ける こ と
に なる ｡ そして彼の その 後の 行動は , 全て 死
の恐怖を回避する様々 な試み に 向けられる ｡
また , 多国籍企業が 人間から死の恐怖を取り
去る薬 ダイ ラ ー の 研究開発 に着手 したの も ,
死か ら逃避しようとする人間の本能が ダイラ ー
の 需要を生み だ し, 莫大な利潤となる ことを
見越 して い たか らで ある ｡ こ の薬の 被験者と
な っ たの は , 夜も眠 れ ぬ ほ どに死の 恐怖 に苛
まれ続けたBabetteで あ っ た ｡ Ja ckや Babette
以外にも, 多くの 登場人物 は死の 恐怖を直接
に体験したり , 様 々 な方法で死か ら逃避しよ
うと企 て て い る ｡
死か らの 逃避は微妙な形式で 行われる ｡ 例
えば ス ー パ ー マ ー ケ ッ トに置かれて い る タブ
ロ イ ド誌や ラ ジオ番組には , 輪廻, 再生 , 死
者の 復活と い っ た記事が好 んで 取り上 げられ
て い るが , そ こ には人の永遠不滅の証を求め
る購読者や視聴者の 欲求が見え隠れ して い る｡
こう した題材 は , 科学的客観性 に基ずく内容
で あると い う装 い をとるた め に , ｢プリ ン ス
ト ン にあ る有名な 高等学術研 究所の 科学者
(14 2)｣ の 報告書と い っ たま こ と しや か な導
入部が付 け加えられ て い る ｡ こ の ような形式
に よ っ て , 輪廻や再生の 話題は , 人間の普遍
的本能で ある不滅 - の願望だけでなく, 科学 ･
テ ク ノ ロ ジ ー へ の信頼 , そして 怪奇 で面白い
気晴ら しとなる物語志向と いう三 つ の 要素を
兼ね合わせ る こ と に なり, 売れ る記事 で あり
続 けるの だ ｡ ｢ボ ー ナ ス ･ ク ー ポ ン で 保証さ
れ た死後の 生活(142)｣ と い う 見出は , 不滅
の 幻想が現代 で は立派な商品価値を獲得 して
い る こと を明示して い る ｡
現代 にお い て は , 西欧文化の 人 間観の 土台
と な っ て い る キリス ト教さえも, 不滅を信 じ
る ための 幻想装置と して の み存在理由をもつ ｡
修 道院経営 の 病 院 でJa ck に対応 したSister
He r m a n nM a rieは , こ の 点 を端的 に 指摘 し
て い る ｡ ｢その ような信心を完全に捨て れば ,
68
村 上 恭 子
人類は滅んで しまう ｡ だか ら私たちが い るの
で す｡ ほ ん の 少しの 少数派｡ 古 い こ と , 古い
信心を具現化するため に ｡ 悪魔や天使や 天国
や 地獄 ｡ もし私たちが こう した こ とを信 じる
ふ りをしなけれ ば , 世界は崩壊 して しまうで
し ょう ｡ (318)｣ そうした意味で , 尼僧にと っ
て は ｢見せか ける こ とが奉仕(319)｣ となり,
キ リス ト教の 教えの 中で も特 に天国の存在は
重要な意味をも つ ｡ 部屋 に飾 っ て ある , 今は
亡きケネディ 一 大統領と法王が天 国に い る絵
は , 象徴的な現代の 幻想なの で ある ｡ キリ ス
ト教の 与える救済 は, 真 の信仰にある の で は
なく , 偽物の 信仰 , すなわち ｢信 じる ふ り｣
にあると いう皮肉な事実をこ の エ ピソ ー ドは
物語 っ て い る ｡
Ja ckやBabetteの 日常生活を眺め て も , 多
くの 行為の 背後に死 を回避しよう とする姿勢
が読み とれ る ｡ Babetteが隆行して い るジ ョ ッ
ギ ン グ , 有害食品 - の 配慮 , ダイ エ ッ ト , 会
衆派教会 で過2回行う姿勢矯正の 授業な どは
全て , 健康を維持 して , 長生きする こと に繋
が っ て る ｡ Ja ckの 場合 は どうか ｡ 彼 が ヒ ッ
トラ ー 学科主任教授とな っ た の は , 大学側と
彼自身の 双方がス テ イタ スを確保するために ,
新分野の学問を売り込ん だこ とによ る ｡ だが
彼が研究対象と して 特 に ヒ ッ トラ ー を選んだ
理由は , ヒ ッ トラ ー が ｢威圧し, 暗 い 中にぬ っ
と立 つ 魔力的な人物 , 神話的で叙事詩的な人
物(287)｣ で あり, こう した意味 で 死 を超越
した偉大さがあるか ら , 彼自身の死 に対する
恐怖を吸 い取 っ て くれ , 彼を保護 して くれ る
と思えた から で ある ｡ ヒ ッ ト ラ ー に 関す る知
識の 権威者に なる こ とは , ヒ ッ ト ラ ー の 重要
性と 強さを利用すると 同時に , 死 - の 恐怖を
逃避で きる 一 石二 鳥の利点があ っ たの である ｡
こ の ようにGladn ey夫妻 は死を遠 ざける自
己防御策をと っ て い るが , 実際に は何 一 つ 有
効な方法と はな っ て い な い ｡ 二 人 は ｢ 自分を
襲う恐怖 に無防備なまま(47)｣ 汗を じ っ とり
と か い て 目覚め , どちらが先に死 ぬ か繰り返
し尋ねあう 日 々 を送 っ て い る ｡ Ja ckが 身の
回りの 不要品を次から次 へ と捨て去る場面が ,
作品には三度も描かれて い る ｡ こ の 場面は 一
見する と , 過剰な物に取り囲まれて 生活する
現代人を描 い て い るかの よう にみえる ｡ しか
し注意した い の は , い ずれの 場合も物を捨て
る契機 となる の は , 彼の 心 にある死 へ の 恐怖
心が 強く刺激された 時の こ と だと い う点だ ｡
最初は ドイ ツ語で 太く , 不吉な感 じの文字で
書か れた 『エ ジプ トの死者の 書』 の タイ トル
を見つ けた後, ダイラ ー の 薬を探 して , 失敗
に帰した時の こ とだ ｡ 二 度目は , 医療検診で
空媒毒物事故の 身体 - の 影響を医師か ら告 げ
られ た時の こ と , 三度目は精密検査の 結果報
告で 死の 宣告を受ける ばかりの 身に な っ た自
分を強く意識 し, M ur rayと死 に つ い て 語り
合 っ た 時の こ と だ ｡ Ja ckの 目 に は周囲の 物
が ｢古く , 消耗 し つ くして , セ ピア色の 迷路
(262)｣ となり , ｢死 すべ き運命｣ に見えて い
た ｡ こう した物と 同様 に , 人間もや がて 命尽
きる時がくる ｡ 彼があれ ほ ど恐れ て い た死の
残酷な宣告をしたの は , 他ならぬ 寿命が尽き
ようと して い る彼の 所有物だ っ たの で ある ｡
｢こ れ らの物が , 僕を この 苦境 に追い 込ん だ ｡
僕を引きずり込み , 逃げる こ とが で きなくさ
せ たの だ ｡ (294)｣ 彼が狂気 に駆 ら れ た ごと
く物を捨て た理由は , 古 い が らくた が単なる
廃品で はなく, 彼が逃避しよう と して い る死
の 到来を意識させ た から だ っ たと解釈できる ｡
そもそもテ ク ノ ロ ジ ー 社会 は, 自然な死を
否定 , ある い は隠蔽して , 延命の ため の 限り
な い 方法を追求する宿命 に ある ｡
Yo u c o uld put yo u r fait h in te chnoト
og y- .Itc r e ates a n ap petite for im mor-
tality on the one hand. It thr e ate n s
u niv er s al e xtin ctio n o n the ot he r.
Te chn olog y is lu st re m o v ed fr o m n a-
tu r e… .It
'
s what w e in v e nted to c o n c e al
the ter rible se c ret of o u rde c aylng bod-
ies. … It prolo ngs life, it pr o vides n e w
rホ ワイ ト ･ ノ イ ズ｣
o rga n sfo rtho sethat w e a r o ut. Ne w de-
vic es
,
new te chniqu es e v e ry day. La se rs,
m a s e r s, ultr a s o u nd- ‥ Believe in it･ T hey
'
ll
in s ert yo u in a gle a m l ng tube, ir r adiate
yo u rbody with the ba sic stuff of the
univ e rs e. Ligh t, e n e rg y, dre am s . God
'
s
o w ngo odn e ss.(285)
テ ク ノ ロ ジ ー は ｢朽ちて い く体と い う恐 ろ し
い 秘密を隠し｣, か つ ｢ 不滅へ の 欲求を そそ
る｣｡ それ はまさ に ｢ 自然から離脱 した渇望｣
で あり, ｢ 光りと エ ネル ギ ー と夢 と , 神 の 精
髄｣ さえも人間にもた らす , と M u r r ayは述
べ て い る ｡ こう した テ ク ノ ロ ジ ー 観は , 一 方
で は不滅の 夢を掻き立 て なが ら , 他方で は有
限の まま に留まる 人間の現実との ギ ャ ッ プを
一 層意識させ て , 死を回避しよう とする人間
の 本能をさ らに強めて しまう結果を招くの で
ある ｡ Gladn ey夫妻の 精神状態 や ダイ ラ ー
研究開発の 試み は , テ ク ノ ロ ジ ー 信仰の 弱点
を典型的に示して い る ｡
Do n n aHa r a w ayによ る と , ｢第 一 次大戦
から今日まで の 間に生物学は , 機能主義の 立
場 で理解さ れる生物を中心 とする科学か ら ,
サ イ バ ネテ ィ ッ ク シス テ ム の 観点から理解さ
れ る , 自動化され たテ ク ノ ロ ジ ー 装置を研究
する科学 へ と , 大きな変貌を遂げた ｡｣7) 坐
物と い う対象は , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ ト
ワ ー クと論理回路テ ク ノ ロ ジ ー に基づ く コ ン
ト ロ ー ル 機構を持 つ シ ス テ ム 理論と して研究
され るようにな っ た の で ある ｡ こ の ような背
景の 中で , 有機体と して の 生物と機械の 間に
ある差異 は根本から唆昧化 して い っ た ｡ 有機
体は ｢もはや知的対象と して は存在せず , 坐
体部品と して の 特殊な情報処理装置 - と変貌
したの で ある ｡｣8) 生 物 は , 再生 産を司 る 遺
伝子の 集合体の科学 - , 生化学と構造分析 ,
情報機械 (イ ン テ グロ ン , 自己複製子 , ウィ
ル ス や細胞内小器官の よう な自己集合的サ ブ
シ ス テ ム) と して の 分子遺伝学 - と道を譲 っ
たの だ ｡
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本作品に お い て も ｢ダイ ラ ー ｣ 開発の 発想
の 背景に は , 人間の 精神を情報の生産と伝達
と蓄積の メ カ ニ ズム の観点か ら捉え, 一 種 の
テ ク ノ ロ ジ ー 装置とみ なす考え方がみられる｡
Ja ck の同僚W in nieは , 人 間の 脳 に つ い て
｢あなたの 脳 に は - 兆の神経細胞 が あ っ て ,
す べ て の 神経細胞に は 一 万個の 小さ い 樹状突
起があるの よ ｡ その 相互 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
の 組織は畏怖の 念を抱 か せ る わ(189)｣ と 述
べ て い る ｡ ダイ ラ ー 開発研究員が 目をつ けた
の も, 相互 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン組織と して の
神経細胞で あり, 脳の 中の死 の恐怖に関係し
た神経伝達物質に特別に反応 して , 抑制作用
を起 こす化学物質を , 彼 らは作ろう とした の
で ある ｡ 生物が行う こ と は全て ｢脳の 中の ど
こか で 分子が突進 して 動き回 る結果(200)｣
で あり, 人の 感情や感覚も ー つ か みの 神経細
胞の 動きか ら起きる ｡ 今や ｢ 人間は化学的な
衝動の総計｣ と して 眺められ て い るの だ ｡
だが 人間の欲求を脳 における化学作用と し
て捉えると , Ja ck の息子Hein rich の言う よう
に , 選択する自由をもつ 人間の 主体性をも否
定する見解さえ生まれて しまう ｡
W ho kno w s what lw a nt to do? … Is n
'
t it
all a qu eE
l
･tio n of br ain che mistry, s lg-
n als go lng ba ck and fo rth, ele ctric al en-
e rg y in the c o rte x･ Ho w do yo u kno w
whether s() m ething is r e ally what yo u
w a nt to do or Ju st s o m ekind of nerv e
im puls e i□ the br ain . … I c an
'
t c o ntr ol
what hap p(∋n sill my brain.(45)
人間の 欲求は大脳皮質の 中の 電気 エ ネル ギ ー
の 変化で生まれ , 神経細胞 へ の刺激があると ,
殺人すら犯 して しまう こ とがあるが , 人 はそ
れを制御する こ とが で きな い , と彼 は語 っ て
い る ｡ 脳 内の 複雑なメ カ ニ ズ ム や 遺伝子 の
働きと い っ た新し い 生命科学の 見方は , 古典
的な意味で の 自律的で合理的な主体と して の
人間の立 場を脅か し , 結果的に はHein rich の
言うよう に , 人間の 制御能力 - の 信頼すら崩
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して しまう の で ある ｡
ダイ ラ ー の 開発は失敗 に帰 し, こ の 薬は人
間の 記憶力の 減退と薬 - の 中毒症状をもた ら
した ｡ こ の事実は , 操作 ･ 支配と いう 問題が
現実に は無数の 不確定な要素と錯綜 した過程
を含ん で い る こ とを暗示 して い る ｡ 薬の 中毒
患者とな っ て 廃人同様 にな っ た M r Gr ayの
ように , 自分で は操作 ･ 支配する側に立 っ て
い る つ もりでも , い つ の 間にか支配され る側
に回っ て しまう ｡ Ja ck の Mr Gr ay殺 害計画
にも同 じ こ と が 言える ｡ 彼 に と っ て , M r
Grayの殺害は妻を寝取 っ た 男 へ の 復讐で あ
ると同時 に , 殺人者と な っ て 死を支配する側
に立 つ と い うM u r r ayの 理論を実践する こ と
を意味する ｡ その ため , まるで オペ レ ー シ ョ
ン ･ リサ ー チ に基づ く コ ン ト ロ ー ル 戦略を実
施するかの ように , 綿密 に練られ た細部 にわ
たる計画を手順通りに踏 んで殺害は実行され
なければならな い の だ｡ ｢これが僕の計画だ｣,
｢ 僕の計画は こうだ｣, ｢ 僕の 計画 は こ ん な風
だ｣ 等々 , 殺害 の 手順 の 説明 は , Ja ck の頭
の 中で 滑稽なほ ど執掬 に繰り返 し反袈され て
い る ｡ しか し彼の 計画 は , 運命を支配するた
め の単なる形式的なプロ ッ トに過 ぎず , その
細部 にわたる手順 はなんら必然性が認め られ
な い ｡ その た め Mr Gr ayの 予期せ ぬ 反撃 に
より, 彼自身もピス トル で 撃たれ て , 計画 は
あ っ けなく失敗 に終わ るの で ある ｡
テ ク ノ ロ ジ ー 社会の 根幹にある操作 ･ 支配
の 精神が対象と して い るもの は , 本来 , 自然
だ け で は なく 世の 中の 全て が 含 ま れ る ｡
M u r r ayは人生 に つ い て 次 の よう に 述 べ て い
る ｡ ｢ 僕たちは混沌と , ざわ め きの 中で 人生
を始める ｡ 世の 中に押 し寄せ て 行きなが ら ,
僕 たち は形や計画を考案する ｡ ‥ . … 人 の 全人
生 は 一 つ の プ ロ ッ トで あり , 計画 で あり, 図
表なの だ ｡ . ‥ ‥ . プ ロ ッ トを作 る こ とは人生を
主張 し, 形と コ ン ト ロ ー ル を求め る こ とだ ｡
(291 - 292)｣ プ ロ ッ トの 中には , 当然 ｢巨大
な暗闇(288)｣ と なり, 人 間を底 な しの 恐怖
へ 陥らせ る死から 身を守る こ とも含まれ る ｡
そ の 方法と は ｢自分で[死を]抑圧 し , そ の正
体を隠 し, 忘れ , 排除する｣ こと で ある ｡ こ
う したM ur rayの 論は , T ho m a sPyn cho nの
作 品 , 特 に Glla Vl
'
ty
'
s Balhbo w に 描 か れ
た 人 々 の 考 え と酷似 して い る ｡ G17a Vl
-
ty
'
s
Ral
'
nbo Iの 登場 人物 の 多く に は , 善と悪 ,
光 と影 , 創造と破壊 , 生と死と い っ た対立物
の 中で , 後者を象徴する ｢黒｣の要素を否定 ,
抑圧 し, 前者を象徴する白色世界だ けを受け
入れ ようとする西欧キリ ス ト教文化の特質が
顕著 にみ られ る ｡ その た め彼らに は ｢ 白色｣
の イ メ ー ジが付随して い る ｡ 例えば ｢魂の 白
血病｣9) とな っ て 白い 衣服 に身を包 むKatje,
｢ 黒泥｣ の オブセ ッ シ ョ ン に取り債か れ , ユ
ダ ヤ人殺 しを続ける M argherita Erdm a n n,
イ タ リ ア 語 で 白を意味す る娘 の Bia n c a, ド
イ ツ語で 白人を表すWeiss m a n n大尉 (別名
Blice r o- 白くするもの), Points m a nが 所属
す る機 関 , T he W hite Visitatio Ⅲな どで あ
る ｡ W eiss m a n nは第 二 次世界大戟中 , 爆弾
の 頭上 落下 の 危機と混沌と した 戦場 で , 『ヘ
ン デル と グ レ ー テ ル』 の お伽話 の 世界 の 中
に現実逃避を企て , 後 に は ロ ケ ッ ト00000を
開発 して ｢ 疫病と死と い う循環｣
10) を断ち切
り , か つ 混沌と した母なる大地と決別しよう
とした ｡
DeLilloは本作品の タイ ト ル で , 電子機 器
か ら発する ノ イズ に
'
white
' と い う 修飾語を
付けて い る o 『小学館 ラ ン ダ ム ハ ウ ス 英和 大
辞典』 によ ると ,
'
white n ois e
' と は ｢1. 白色
雑音 (騒音:あらゆ る 可聴周波数 を含む音 .)2.
騒音を消すため に バ ッ ク に流す昔｣ と説明さ
れて い る ｡ しか しDeLilloはPyn cho nが措く
白色の 意味を念頭 に入れ て い た の で はな い だ
ろ うか ｡ ｢ 白色｣は, 合 理 的父性 原理 に基 づ
い て 築か れ , コ ン ト ロ ー ル され て きた西欧近
代テ ク ノ ロ ジ ー 社会 ･ 文化の 担 い 手たる ｢ 白
人｣ を意味すると 同時に , 豊か な生活を絶え
ず脅か し続 ける ｢死 の 恐怖｣ (白 は経帽子の
Fホ ワ イ ト ･ ノ イ ズj
色 で もある) も表し て い る の だ ｡ *6 それ故
Babetteが夜も眠 れぬ 死の 恐怖 の 中 で 聞く電
子機器 は , ｢ 一 定で , 白 い(198)｣ ノイズとな っ
て 響く｡ またJa ckが M r Gr ayの 殺害を挙行
し, 死を支配しよう と した時 , 白 い 部屋の い
たる所から ｢かすかで単調な白色の雑音(306)｣
が聞 こえて くる の で ある ｡
結 び
近代テ ク ノ ロ ジ ー は , 資本主義社会と密接
に関わり, その 原理と不可分の 形で こ れまで
発達を遂げて きた ｡ 今日の よう に信 じがた い
まで に 複雑な政治経済的環境の 中で は , 利潤
獲得を実現し , か つ 利得を最大化して 安定し
た維持を図る に は , 危険な作用をする無数の
因子を正 確に 掌握 して お かなければならない ｡
最終的な判断を下 すための シ ュ ミ レ ー シ ョ ン
と予測の 課題 , 統計的なモ デル の 応用, 新 し
い コ ン ト ロ ー ル 戟略な ど, 先進資本主義社会
が抱える諸問題の 処理に あた っ て は , エ レ ク
ト ロ ニ クス 産業や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ テ ク
ノ ロ ジ ー が不可欠な存在と な っ て い るの だ ｡
だが , 資本主義の 大きな理論の 背後に 隠れて
しま っ て い る 一 人 一 人の個人の現状は どうな っ
て い る の で あろう か ｡ テ ク ノ ロ ジ ー が い か に
豊かな生活を人々 に提供しようと , またマ ス ･
メ ディ ア が い か に多くの 情報を流そうと , 個
人 の 知識や意識 は基本的には昔とさ して 変わ
らな い ｡ Hein richが指摘するよう に , 一 般庶
民に は冷蔵庫や カ ー ボ ン紙を作る こ とも , ラ
ジオや電気や 明かりの 原理を説明するこ とも,
注 釈
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蔓延する伝染病を直すこ とも出来な い ｡ 数え
切れな い ほ どの 本を読み , テ レ ビ番組を見て
きた現代人でも , 個人の レ ベ ル で は極めて 無
力な存在なの で ある ｡ ｢ 知識は コ ン ピ ュ ー タ
から コ ン ピ ュ ー タ へ と移動する ｡ 知識は毎日
毎秒 ごとに変化 して , 成長 して い く｡ だが実
際には誰も何も知らない の である｡ (148-149)｣
現実を動かすために必要な知識と, 個人がも っ
て い る知識量の ギ ャ ッ プは , 現代人の 限界を
物語 っ て い る ｡ 現代人は知識を断片 として 吸
収する が , 複雑 に連鎖 し合う生きた全体像 と
して 理解する こ と はな い ｡ マ ス ･ メ ディ ア が
流す情報を吸収 し, 消費文化を享受する生 活
習慣や思考様式は受け入れるが , そうした習
慣様式を生み 出した原理や権力作用 にまで 理
解が及ぶ こと はない o テ ク ノ ロ ジ ー が生み出
した現代機械 に取り囲まれ , 快適 に暮ら しな
が ら , テ ク ノ ロ ジ ー の 守備範囲を知 らな い の
で ある ｡
Pyn cho llは , 合理的父性原理により全て を
操作 ･ 支配 して い こうとする西欧文化の特質
その もの を作品で 鋭く批判 した が , DeLillo
の 場合 , 同じようなテ ー マ を措きなが ら , そ
の 関心 はも っ と別な方 に向けら れて い るよう
に思われ る ｡ 彼の 関心は , む しろ現代社会を
築き , 動か して い る原理を理解することなく,
社会に翻弄され て い る個人 , また , 社会や自
己を制御 して い ると信 じて い るが , 真相は逆
に制御さ れて い る個人を戯画化する こ とに 向
けられて い るよう に思われ るの で ある ｡
* 1 テ レビによ っ て 作られ たイ メ ー ジ で物事を見るJa ck の傾向 は , 上 岡伸雄 が ｢ 電子メ デ ィ
ア 時代の ア メ リカ 文学｣(『文学ア メ リ カ資本主義』, 南雲堂 , 1993) で既に 指摘 して い る ｡
* 2 Ba udrillardは著書の 様々 な箇所でCM に関して 断片的な言及を して い る ｡ 例えば 『シ ミ ュ
ラ ー ク ル と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン』(竹原あき子訳 , 法政大学出版局, 1992) に は か なりの 言 及
が なされ て い る (P P.103-123)｡ 拙論で は彼の 論を明快 に 解釈 したM a rk Po ste rの 著書 ,
乃 e M ode of )Dfo r m atl
'
o D(Ca mbridge :Polity Pr es s, 1 990)43-63を参考 に した ｡
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* 3 DeLilloは , 主人公Ja ckが ヒ ッ トラ ー 学科の 主任教授と して ヒ ッ トラ ー に 関する事実を授
業 で教えて い る と い う設定に して い る ｡ か つ て の ドイ ツ 国民はナチ ス の 全体主義的権力体制
の もとで 集団的統制を受けて きた ｡ ア メ リ カ 国民も消費文化の 中で 同じよう な価値観や生活
を い つ の 間にか 身に つ けさせ られ て い る ｡ 作者は こ の 類似性を指摘 して , 現代ア メ リ カ人を
皮肉 っ て い ると思われ る ｡ Ja ckが教材 と して 使用して い る ナ チ ス の プ ロ パ ガ ン ダ映画 で 圧
巻とな っ て い る の は , 鈎十字の もとに 一 丸とな っ て行動する群衆や戟闘機の場面なの である ｡
* 4 デ ー タ ベ ー ス をFo u c a ult のい う ｢パ ノ プテ ィ コ ン｣ の 現代版と み なす考え は , M a rk
Po sterの 論 ,
"Fo u c a ult a nd Databa s e s
"(T h M ode of )Dfbl m atl
'
o D
,
69-98)を参考 に し
た ｡
* 5 人々 が消費文化を 一 種の 宗教の 次元 で捉えて い る こと は , 他の 箇所で も描か れて い る o 例
えば , Micha el Valdez M o s esが既 に指摘 して い るよう に(
"
Lu st ReI℃OVed fr o m N atu re
"
,
Ne w Ess ays o n Wh
'
te Nol
'
s e, ed. Fr a nk Le ntricchia, Ca mbridge Univ . Pr es s, 1991, P.
64), 人 々 は商標名を " Da c r o n, Orlo n, Lyc r a, Spa nde x
" や ,
"
M a ste rCa rd, Vis a,
A m e ric a nExpres s
"
の ように連呼 して い る が , こ れ は宗教 の マ ン ト ラの 形式を思わせる ｡
* 6 Gzla Vl
'
ty
'
s Ra lhbo w4こは , 白色と , 合理的父性原理 や死 とを結 び つ ける描写 は たく さん
ある ｡ ｢死 と は白くなる こと に他 ならな い じゃ な い か ｡ 白 い もの をウル ト ラ自 にも っ て 行く
こ と
, 漂白剤 , 洗浄剤 , 酸化剤 , 研磨剤 に他 ならな い じゃ 左い か(759)｣ の 箇所 の よう に ,
死と白色との 結 びつ きを明示して あると こ ろ も多い ｡ なお , ｢ 白｣ の もつ 重層的意味合 い に
関 して は , M oby Dl
'
ck, 第42章 ｢ 鯨の 白さ｣ にお い て , Ishm a elは白 に花嫁衣装と経惟子を,
また全て の 色の 凝縮と欠如を同時に見て , そこ に白色が呼び起 こ す恐怖を読みと っ て い る ｡
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A BST R ACT
In Don DeLillo
'
s n ovel, W h
'
te Nol
'
s e(1985), c o n s u m er c ulture in c o nte mpor a ry
A m e ric a n s o ciety lS C aric atured with the spotlight o n v ario u spr oble m s c o n c er ning infor-
m ation a nd techn olog y.
As for the info r m atio n, m a s s m edia s u ch a sT V a n(1 radio play a nim po rta nt pa rt.
By the influ e n c e of T V, cha r a cte r ste nd to vis u alize w hat they im agln e, O r think.
Beside s, they a reilldo ctrin ated a nd m a n lpulated to e njoy C O n S u m e rlife by T V a nd r adio
ads
,
w hich are im po rta nt to ols for the c apitalist e c o n･) my be c a u s eits m a)o r pr oble m s
have shifted fr o m the r e alm of pr odu ctio nto that of c{) n s u mptlOn Sinc e the 1920s. T he
cha r a cte rshave ty plC al fe atu re s of w hat M a r c u s e c alls
`
o n e-dim e n sio n al m a n
y
, a nd do
n ot have r atio n al a uto n o m o u swills a ny lo nge r.
As fo rthe the m e of te chn olog y, the n o v el highlights a clo s e r elatio nbetw e e nthe hu m an
in stin ct of fe a ring de ath a nd de siring Im m ortality, a nd the develop m e nt of te chn olog y.
T heir link is w ellsho w n in a n epis ode rega rding the re se a r ch a nd de velopm e nt of a drug,
'
Dylar
'
, w hich ha sthe effect of takin g a w ay the fe a r of de ath fro m hu m an beings . T he
hu m an in stin ct de nie s n atural de ath by purs uing ln n u m (!r able w ays of prolonging Of life,
and do esn ot try to lo ok de ath in the fa ceby repre ssinl言and disguising it. Su ch in stin ct
is the im petu sbehind the develop m e nt of te chn olog y a sit exists today .
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